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区のお知らせ
第188 号( l )

足 立 区
企 画 室

( 882) 1111

福 祉 相 談

日曜・祝日 を除く毎日、午前9
時から午後5 時 まで 、ただし土曜
日は正午。足 立・中部・東部福祉
事務所で、生活保護、保育所申込
み受付け、身体障害者福祉、精神
薄弱者福祉、老人福祉などの相談
にのりま す。

人 口 調 べ

( 昭和42年10月1 日現在)

世帯　　　154, 178

男　　　272, 968

女　　　259, 427
計　　　532, 395

( 前月よ り2, 019人 増加)

十
一
月
一
日
か
ら

管
か
つ
区
域
が
変
わ
り
ま
し
た

東
部
福
祉
事
務
所

東
綾
瀬
出
張
所

を
新
設

先
に
お
知
ら
せ
し
た
と
お
り
、
十
一

月
一
日
か
ら
、
東
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ

ー
が
開
館
し
ま
し
た
が
、
同
時
に
、
東

部
福
祉
事
務
所
・
東
綾
瀬
出
張
所
も
同

所
に
新
設
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
伴
い
、
こ
れ
ま
で
足
立
福
祉

事
務
所
の
管

か
つ
区
域
で

あ
っ
た
福
祉

地
区
の
一
部

と
、
第
十
七

・
十
八
・
十

九
出
張
所
管

内
の
一
部
区

域
が
図
の
よ

う
に
変
更
に

な
り

ま
し

た
。東

部
福
祉

事
務
所
は
、

セ
ン
タ
ー
本

館
の
二
階
、

東
綾
瀬
出
張

所
は
、
別
館
(

元
の
生
活

館
)
内
に
開

設
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
、
こ
の
地
区

内
で
、
こ
の
事
務
所
に
ご
用
の
あ
る
か

た
は
、
お
ま
ち
が
い
の
な
い
よ
う
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

電
話
は
い
ず
れ
も
次
の
番
号
で
す
。

六
〇
五
―
七
一
〇
一
(
代
表
)

管
か

つ

区

域
図

内
の

町

名

1
西
綾
瀬
一
丁
目
2
西
綾
瀬
二
丁
目
3

西
綾
瀬
三
丁
目
4
西
綾
瀬
四
丁
目
5
弘

道
一
丁
目
6
弘
道
二
丁
目
7
青
井
一
丁

目
8
青
井
二
丁
目
9
青
井
三
丁
目
1
0
青

井
四
丁
目
1
1
青
井
五
丁
目
1
2
青
井
六
丁

目
1
3
西

加
平

町
1
4
六
町
1
5
西

六
町
1
6
花

畑
町
1
7
内
匠

本

町
1
8
神

明

町
1
9
六

木
町
2
0

佐

野

町
2
1
辰
沼

町
2
2
神
明

南

町
2
3
北

加
平

町
2
4
東

加

平

町
2
4
東

加
平

町
(

環

七
以

南
)
2
5

五
兵

衛
町
2
6
綾
瀬

六
丁

目
2
7

綾

瀬

四
丁

目
2
8
綾

瀬

一
丁

目
2
9
綾
瀬

二

丁

目
3
0
綾

瀬
三

丁

目
3
1
綾
瀬

五
丁

目
3
2

東

綾
瀬

一

丁
目
3
3
東

綾
瀬

二

丁
目
3
4

東

綾

瀬
三

丁
目
3
5
普

賢

寺
町
3
6
北

三
谷

町
3
7
下

谷

中
町
3
8
東

谷
中

町
3
9
上

谷
中

町
4
0
大
谷

田

町
4
1
大

谷
田

新

町

一
・

二

丁

目
4
2
東

和

五
丁

目
4
3
東

和

三
丁

目
4
4

東
和
一
丁
目
4
5東
和
二
丁
目
4
6東
和
四

丁
目
4
7中
川
四
丁
目
4
8中
川
一
丁
目
4
9
中
川
二
丁
目
5
0中
川
三
丁
目
5
1中
川
五

丁
目
5
2大
谷
田
一
丁
目
5
3大
谷
田
二
丁

目
(
太
字
の
町
名
は
東
綾
瀬
出
張
所
の

管
か
つ
区
域
で
も
あ
り
ま
す
。

11月1 日開館した東部区民 福祉セン タ一

管 かつ区域図
東部福祉事務所
東綾瀬出張所(太線内)

長
年
ご
苦
労
さ
ま
で
し
た

文
化
の
日
　
徳
行
者
な
ど
二
一
四
名
を
表
彰

こ
と
し
の
「
区
表
彰
式
」
が
、
去
る
三
日
「

文
化
の
日
」
に
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
交

通
事
故
や
犯
罪
な
ど
の
防
止
の
た
め
に
、
日
夜

社
会
奉
仕
さ
れ
て
い
る
か
た
や
、
地
方
自
治
、

教
育
の
た
め
に
長
年
つ
く
さ
れ
て
き
た
人
た
ち

を
、
区
が
毎
年
表
彰
し
て
い
る
も
の
で
す
。
そ

の
行
為
内
容
と
氏
名
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

(
敬
称
略
)

▽
徳
行
者
=
<

育
英
・
福
祉
事
業
に
貢
献
>
足

立
信
用
金
庫
　
<

新
生
活
運
動
・

交
通
安
全
運
動
に
貢
献
>
鴨
下
喜

助
　
新
田
松
男
　
村
山
武
夫

▽
自
治
功
労
者
=
<
区
議
会
議
員

十
五
年
以
上
>
藤
来
勇
　
<

区
職

員
三
十
年
以
上
>
鶴
田
宗
男
　
加

瀬
実
　
<

区
職
員
二
十
年
以
上
>
長
田
文
夫
　

寺
島
良
平
　
斎
藤
正
　
寺
内
敏
夫
　
二
階
堂
時

信
　
富
塚
勝
雄
　
大
山
武
次
　
須
賀
信
四
司
　

秋
山
正
吾
　
和
田
彬
　
篠
崎
修
　
巽
昭
　
川
端

璋
亮
　
市
川
都
司
雄
　
板
越
茂
　
田
那
辺
行
雄

藤
田
清
之
　
左
拓
司

高
橋
三
郎
　
阿
部
定
博

羽
田
正
明
　
岡
昭
作
　
安
立
賢
二
　
藤
城
は
ま

子
　
青
木
文
子
　
橋
本
光
宝
　
中
村
清
子
　
若

林
澄
　
高
岩
操
　
渡
辺
善
一
　
馬
渕
サ
ク
　
大

原
三
郎
　
十
文
字
吉
之
助
　
富
山
富
太
郎
　
植

竹
柳
太
郎
　
浦
辺
典
雄
　
塩
田
あ
や
子
　
大
高

已
代
治
　
橘
た
み
　
石
田
良
　
朝
比
美
都
子
　

内
川
よ
ね
　
金
杉
ふ
み
子
　
斎
藤
ス
マ
　
清
水

幸
　
稲
葉
喜
代
子
　
水
野
な
み
　
岡
崎
憲
太
郎
　

吉
田
ス
ズ
　
河
合
む
め
の
　
大
杉
米
太
　
栗
原

吉
之
助
　
島
田
節
　
塚
本
久
代
　
坂
田
や
ま
　

小
沢
文
子
　
熊
木
ヒ
デ
　
馬
渕
辰
夫
　
荒
井
文

次
郎
　
陶
〓
四
郎
　
岡
本
キ
ヨ
子
　
神
原
ト
ヨ
　

北
詰
健
一
郎
　
笠
間
チ
ヨ
子
　
片
野
千
太
郎
　

塩
田
は
な
　
中
坪
雪
　
猪
狩
ま
ち
　
深
井
と
め

関
塚
牧
太
　
土
岐
豊
　
西
貝
武
雄
　
寺
島
京
太

郎
　
竹
内
忠
蔵
　
永
井
酉
蔵
　
岡
部
輝
晃
　
恩

田
藤
平
　
島
田
兼
次
郎
　
鑓
溝
タ
カ
　
森
田
か

ね
　
小
川
テ
ル
　
栗
原
松
太
郎
　
<消
防
団
員
>

小
茂
田
安
久
　
羽
住
清
久
　
<

町
会
・
自
治
会

長
>
青
木
房
吉
　
飯
塚
鋼
治
　
市
川
勘
一
　
岩

田
小
平
　
大
神
田
貞
英
　
大
谷
松
雄
　
大
野
政

五
郎
　
榊
原
鉄
正
　
佐
久
間
武
雄
　
佐
野
寛

鈴
木
鐘
次
郎
　
田
口
富
蔵
　
千
ケ
崎
嘉
助
　
野

口
五
郎
平
　
野
口
松
五
郎
　
弘
田
晋
也
　
山
崎

忠
蔵
　
横
田
宗
亀
千

▽
統
計
功
労
者
=
赤
坂
喜
三
郎
　
和
泉
正
勝
　

巌
良
誉
　
内
山
幸
隆
　
大
木
亀
一
　
岡
田
正
関

奥
村
浅
之
助
　
小
沢
武
雄
　
風
間
孝
蔵
　
加
藤

芳
三
　
上
石
喜
太
郎
　
島
田
重
治
　
鈴
木
庄
太

郎
　
中
里
敬
二
　
中
鉢
良
吾
　
中
山
金
太
郎
　

二
ノ
宮
福
蔵
　
林
馨
　
森
田
秀
夫

▽
教
育
功
労
者
=
<

学
校
保
健
衛
生
>
児
玉
賢

一
　
前
原
誠
次
郎
　
<

教
職
員
三
十
年
以
上
>

小
沢
秀
雄
　
小
林
栄
一
　
水
上
武
夫
　
石
塚
幸

太
郎
　
<

教
職
員
二
十
年
以
上
>
長
野
一
雄
　

新
井
四
郎
　
石
井
正
勇
　
岡
田
勇
武
　
石
井
恒

一
　
白
石
晃
　
野
谷
武
　
湯
沢
弘
親
　
山
崎
輝

内
海
政
夫
　
武
内
厚
　
吉
永
ク
ニ
　
林
正
男
　

神
田
秀
子
　
小
室
和
子
　
後
藤
愛
子
　
安
田
一

子
　
関
よ
し
江
　
寺
田
つ
ね
　
新
井
〓
子
　
飯

田
重
信
　
石
野
光
治
　
佐
下
橋
吉
子
　
榎
本
愛

子
　
阿
部
冨
久
子
　
北
島
幸
子
　
塩
沢
定
次

横
山
睦
子
　
大
関
恒
夫
　
串
田
和
子
　
榎
木
倉

造
　
田
村
幸
子
　
広
田
潔
　
後
藤
テ
イ
子
　
岩

崎
和
子
　
宮
沢
す
み
子
　
鈴
木
繁
雄
　
浜
田
正

雄
　
鈴
木
ミ
ヨ
　
紫
藤
テ
ル
子
　
瀬
尾
光
昭

儀
間
伝
亮
　
萩
原
月
男
　
斎
藤
光
子
　
清
水
茂

星
キ
ク
エ
　
仲
村
馨
　
森
本
俊
正
　
松
浦
義
春

蓮
波
善
雄
　
後
藤
信
巌
　
渡
辺
得

康
　
馬
場
　オ
妙
　
島
田
清
　
上
羽

竹
一
郎
　
松
平
毎
泰
　
霜
多
久
　

亀
山
百
合
子
　
八
木
正
信
　
<

私

学
教
育
二
十
年
以
上
>
矢
仲
幸
八

▽
社
会
お
よ
び
公
共
事
業
功
労
者

=
<
民
生
委
員
二
十
年
以
上
>
浅
香
寿
平
　
坂

田
藤
吉
　
高
橋
末
次
郎
　
<

保
護
司
二
十
年
以

上
>
　

池
原
資
盛

加
藤
量
晃
　
金
子
登

▽
水
産
農
商
工
業
功
労
者
=
<

農
業
振
興
>
梶

東
三
　
<

工
業
振
興
>
篠
原
義
明
　
春
田
余
咲

<
農
業
団
体
二
十
年
以
上
>
金
子
猛
夫

▽
社
会
教
育
功
労
者
=
<
ス
ポ
ー
ツ
振
興
>
小

野
田
恒
次
　
鈴
木
三
郎
　
鈴
木
真
　
高
尾
清
　

滝
井
正
彦
　
田
熊
仲
春
　
竹
内
唯
雄
　
長
谷
川

堅
治
　
鞠
子
富
三
郎

「
さ
あ
投
票

正
し
く
選
ん
で
明
る
い
日
本
」

明
る
く
正

し
い
選
挙

コ
ン
ク
ー
ル
入
選
発
表

「
明
る
く
正
し
い
選
挙
」
標
語
コ
ン

ク
ー
ル
に
つ
い
て
、
先
般
区
民
の
み
な

さ
ん
か
ら
た
く
さ
ん
の
作
品
を
寄
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
そ
の
審
査
結
果

が
こ
の
ほ
ど
ま
と
ま
り
、
発
表
さ
れ
ま

し
た
。
入
選
作
品
は
、
応
募
総
数
三
六

九
点
の
う
ち
か
ら
、
次
の
十
一
点
が
選

ば
れ
ま
し
た
(
敬
称
略
)

。

入
選
さ
れ
た
か
た
に
は
、
後
日
、
賞

状
と
記
念
品
を
お
送
り
し
ま
す
。

《
一
位
》
「さ
あ
投
票
正
し
く
選
ん
で

明
る
い
日
本
」=
福
原
信
二
3
7歳
(
新

田
三
丁
目
)

《
二
位
》
「一
票
が
つ
く
る
よ
い
国
よ

い
く
ら
し
」=
村
上
千
代
4
4歳
(
千
住

旭
町
)
　

「
一
票
に
た
く
し
て
祈
ろ
う

よ
い
政
治
」=
宇
野
き
く
ゑ
6
1歳
<
千

住
柳
町
)

《
佳
作
》
「こ
の
一
票
明
る
い
未
来
を

つ
く
る
た
め
」=
有
沢
美
枝
(
千
住
桜

木
町
)
　

「
こ
の
一
票
明
る
い
未
来
の

設
計
図
」=
京
田
寿
美
子
(
千
住
五
丁

目
)
　「し
ん
け
ん
に
選
ん
で
一
票
明
る
い

政
治
」=
岡
村
昭
子
(
千
住
中
居
町
)
　

「
選
び
ま
し
ょ
う
こ
の
一
票
が
国
づ
く

り
」=
岡
村
和
子
(
千
住
中
居
町
)
　

「
伸
び
ゆ
く
足
立
区
き
れ
い
な
一
票
」=

片
倉
哲
(
千
住
仲
町
)
　

「
豊
か
な

社
会
築
く
力
だ
こ
の
一
票
」=
石
田
利

雄
(
北
宮
城
町
)
　

「
良
心
に
悔
を
残

す
な
こ
の
一
票
」=
石
引
久
太
郎
(
千

住
元
町
)
　

「
正
し
く
選
ん
で
き
び
し

く
批
判
」=
小
林
正
一
(島
根
四
丁
目
)

講演と演芸の会
とき　　11月7日( 火) 午後1時より
ところ　足立区産業振興館　公会堂
講演　　「最近の内外情勢」
NHK解説委員長　平野宗義
演芸　　奇術　松旭斉小天華・天遊
声帯模写　桜井長一郎
民謡舞踊　西崎流・若葉会一行
主催　　足立区選挙管理委員会

「
千
住
公
園
を
愛
す
る
会
」な
ど

四
十
九
団
体
を
表
彰

花
い
っ
ぱ
い
コ
ン
ク
ー
ル

都
と
区
で
は
、
首
都
美
化
運
動
の
一

環
と
し
て
、
毎
年
「
花
い
っ
ぱ
い

」コ

ン
ク
ー
ル
を
行
な
っ
て
い
ま
す
が
、
去

る
十
月
十
四
日
、
第
十
二
回
め
の
入
賞

者
が
発
表
さ
れ
、
次
の
三
十
九
団
体
が

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
去
る
十

月
二
十
八
日
行
な
わ
れ
た
「
環
境
づ
く

り
区
民
大
会
」
に
お
い
て
、
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

優
秀
賞
　
《
一
般
の
部
》
　
大
川
町
千

住
公
園
を
愛
す
る
会
　
栗
原
町
第
一
都

住
自
治
会
　
興
野
町
都
公
社
住
宅
B
号

館
　
同
C
―
八
号
館
　
千
住
四
丁
目
花

い
っ
ぱ
い
実
行
委
員
会

《
学
校
の
部
》
　
保
木
間
小
　
大
谷
田

小
　
綾
瀬
小
　
高
野
小

優
良
賞
　
《
一
般
の
部
》
　
興
野
町
都

公
社
住
宅
C
―
十
一
号
館
　
興
野
町
都

福
祉
住
宅
団
地
自
治
会
　
興
野
町
都
公

社
住
宅
C
―
六
号
館
　
同
C
―
十
号
館

東
武
北
千
住
駅
　
上
沼
田
町
会
花
壇
　

北
鹿
浜
団
地
　
青
井
団
地
第
三
自
治
会

興
野
町
都
公
社
住
宅
C
―
九
号
館
　
梅

島
花
壇
　
コ
ロ
ナ
工
業
K
K

《
学
校
の
部
》
　
東
島
根
中
　
千
寿
第

三
小
　
北
三
谷
小

写
真
　
花
い
っ
ぱ

い
の
活
動
は
、
各
地
区
で
盛
ん
で
す

足立区史まもなく完成 先
に
、
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
「

新
修
足
立
区
史
」
上
下
二
巻
は
、

目
下
印
刷
中
で
す
。
刊
行
は
今
月

中
旬
以
降
に
な
る

予
定
で
す
が
、
予

約
さ
れ
た
か
た
に

は
、
完
成
し
だ
い

ハ
ガ
キ
で
く
わ
し

い
こ
と
を
ご
運
絡

し
ま
す
。

な
お
、
区
史
の

お
も
な
内
容
は
次

の
と
お
り
で
す
。

◎
上
・
下
巻
で
約

二
千
ペ
ー
ジ
、

上
製
箱
入
り
。

付
録
=
区
史
要

図
、町
村
名
変
遷

表
。

目
次
は
次
の
と
お
り
。

《
上
巻
》
総
記
編

第
一
章
　
足
立
区
の
自
然

第
二
章
　
原
始
社
会
の
足
立

第
三
章
　
古
代
社
会
の
足
立

第
四
章
　
封
建
社
会
の
足
立

第
五
章
　
近
代
社
会
の
足
立

第
六
章
　
足
立
区
の
町
村
沿
革

第
七
章
　
神
社
・
寺
院

第
八
章
　
風
俗
と
文
化

《
下
巻
》
各
記
編

第
一
章
　
区
の
行
政
機
関

第
二
章
　
区
の
財
政

第
三
章
　
本
区
選
出
歴
代
地
方

議
員
と
国
会
議
員

第
四
章
　
教
育

第
五
章
　
区
民
運
動
と
保
健
衛

生

第
六
章
　
社
会
福
祉

第
七
章
　
治
水
と
灌
漑

第
八
章
　
町
づ
く
り

第
九
章
　
交
通
と
通
信

第
十
章
　
産
業
経
済

第
十
一
章
　
警
察
と
消
防

第
十
二
章
　
災
害
史

納
税
は

青
色
申
告
で

足
立
税
務
署
で
は
、
今
月
一
日
か
ら

十
日
ま
で
を
「
納
税
者
の
声
を
聞
く
旬

間
」
と
し
て
、
所
得
税
な
ど
国
税
に
つ

い
て
、
ご
意
見
ご
希
望
を
承
っ
て
い
ま

す
。
ど
し
ど
し
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
こ
と
し
改
正
さ
れ
ま
し
た
税

法
に
よ
り
昭
和
四
十
三
年
分
か
ら
青
色

申
告
に
よ
る
納
税
が
、
非
常
に
有
利
と

な
り
ま
す
。
あ
な
た
も
青
色
申
告
納
税

を

し
ま
し
ょ
う
。

納
期
限
は
1
1月
3
0日

○
申
告
所
得
税

○
個
人
事
業
税

引
き
揚
げ
者
に
特
別
交

付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す

次
の
条
件
に
あ
て
は
ま
る
か
た
に
、

国
か
ら
特
別
交
付
金
が
支
給
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
の
で

、
請
求
書
を
お

出
し
く
だ
さ
い
。

交
付
の
条
件
―
(
1
)
外
地
に
終
戦
日
(

昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日
)
ま
で
、引

き
続
き
一
年
以
上
生
活
の
本
拠
を
も
っ

て
い
て
、同
日
以
後
引
き
揚
げ
た
人
。(
2
)

ソ
連
参
戦
の
関
係
で
、昭
和
二
十
年

八
月
九
日
以
後
引
き
揚
げ
た
人
。(
3
)
南

洋
群
島
(
元
の
日
本
統
治
領
)
に
、昭

和
十
八
年
十
月
一
日
ま
で
引
き
続
き
一

年
以
上
生
活
の
本
拠
を
も
っ
て
い
て
、

同
日
以
後
、
終
戦
日
前
に
引
き
揚
げ
た

人
。(
4
)
そ
の
他
、英
・
米
・
蘭
領
域
や

フ
ィ
リ
ッ
ピ
ン
等
に
、
政
令
で
定
め
る

日
ま
で
一
年
以
上
生
活
の
本
拠
を
も
っ

て
い
て
、
政
令
で
定
め
る
日
ま
で
に
引

き
揚
げ
た
人
。

受
け
付
け
期
間
―
こ
と
し
十
月
か
ら

昭
和
四
十
五
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
。

こ
の
請
求
は
、
提
出
す
る
書
類
や
証

明
が
個
人
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
の
で

直
接
区
役
所
福
祉
課
援
護
係
ま
で
お
い

で
の
う
え
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

戦
没
者
の
父
母
等
に

特
別
給
付
金

軍
人
・
軍
属
な
ど
だ
っ
た
人
が
、
昭

和
十
二
年
七
月
七
日
(
日
華
事
変
)
以

後
に
戦
没
し
た
た
め
、
子
や
孫
が
一
人

も
い
な
く
な
っ
た
父
母
ま
た
は
、
祖
父

母
に
、
額
面
十
万
円
の
国
債
が
支
給
さ

れ
ま
す
。

た
だ
し
、
こ
と
し
の
四
月
一
日
現
在

で
、
公
務
扶
助
料

、
ま
た
は
、
遺
族
年

金
を
受
け
る
資
格
の
あ
る
か
た
に
限
ら

れ
ま
す
。

申
し
込
み
、
請
求
の
手
続
き
は
、
い

ず
れ
も
区
役
所
厚
生
部
援
護
係
へ
ど
う

ぞ
。(
内
線

三
六
五
)

足
立
交
通
相
談
所
が

移
転
し
ま
し
た

区
第
二
庁
舎
内
に
あ
っ
た
「
足
立
交

通
相
談
所
」
が
、
去
る
十
月
二
十
五
日

区
役
所
本
庁
舎
北
側
(
裏
)
の

、
庁
舎
(

都
住
宅
局
足
立
都
住
管
理
事
務
所
の

あ
る
と
こ
ろ
)
に
移
転
し
ま
し
た
。

電
話
　
八
八
一
―
七
四
七
四

■ …区役所の電話　882- 1111　 第二庁舎　886- 3165　 足立福祉事務所　888- 3141　中 部福祉事務所　889- 1481　 東部福祉事務所　605- 7101
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忘
れ
ず
に
ご
持
参
く
だ
さ
い

印
鑑・米
の

通
帳
・
国

保

保
検
証
・
国民

年
金

手
帳
を

十

一
月

十

日

か

ら

実

施

住民基本
台帳制度

先
月
号
で
も
お
知
ら
せ
し
た
と
お
り
今
月
十
日
か

ら
み
な
さ
ん
の
住
所
や
世
帯
が
変
わ
っ
た
と
き
に
、

区
に
届
け
て
い
た
だ
く
手
続
き
の
し
か
た
が
変
わ
り

ま
す
。
こ
れ
は
、
先
の
第
五
十
五
国
会
で
成
立
し
た

「
住
民
基
本
台
帳
法
」
に
基
づ
い
て
取
り
扱
わ
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
た
め
で
す
。

こ
の
法
律
の
お
も
な
と
こ
ろ
は
、(
1
)

い
ま
ま
で
の
住
民
票
に
記
載
し
て
あ
る

こ
と
の
ほ
か
に
、国
民
健
康
保
険
・
国

民
年
金
・
米
の
配
給
・
選
挙
権
の
こ
と

な
ど
も
載
せ
て
、一
つ
の
書
類
で
ま
と

ま
る
よ
う
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
(
こ

れ
は
現
在
準
備
中
)
で
す
。(
2
)
い
ま
ま

で
、
ば
ら
ば
ら
に
出
し
て
い
た
米
の
配

給
や
国
民
健
康
保
険
、
国
民
年
金
な
ど

の
届
け
が
、
一
度
で
済
ま
せ
ら
れ
る
よ

う
に
す
る
こ
と
、
な
ど
で
す
。

区
で
は
、す
で
に
二
年
前
か
ら
こ
れ

と
同
様
な
方
法
を
と
っ
て
い

ま
す
の

で

、
特
に
手
続
き
上
の
変
わ
り
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
次
の
こ
と
だ
け
は
、
み
な

さ
ん
に
ぜ
ひ
知
っ
て
お
い
て
い
た
だ
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

届
け
出
は

十
四
日
以
内
に

住
所
の
変
更
(
転
入
・
転
居
)
や
世

帯
員
に
変
更
が
あ
っ
た
と
き
は
必
ず
十

四
日
以
内
に
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

届
け
出
は
本
人
が

こ
れ
ま
で
、
い
ろ
い
ろ
な
届
け
出
を

す
る
場
合
、
世
帯
主
が
行
な
っ
て
い
ま

し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
、
例
え
ば
一
部

世
帯
員
が
異
同
す
る
場
合
、
原
則
と
し

て
当
該
本
人
が
届
け
出
を
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
本
人
が
ど
う
し
て
も
届
け

出
に
行
け
な
い
理
由
が
あ
る
場
合
だ
け

「
世
帯
主
」
が
代
わ
っ
て
で
き
ま
す
。

も
し
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
っ
た
ら

事
前
に
出
張
所
へ
電
話
な
ど
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

「
転
出
届
」が
必
要

こ
れ
ま
で
は
、
お
米
の
配
給
に
関
係

す
る
と
き
だ
け
「
転
出
証
明
書
」
が
必

要
で
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
、
よ
そ
の

区
市
町
村
に
転
出
さ
れ
る
と
き
は
、
必

ず
「
転
出
届
」
を
出
し
て
い
た
だ
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
「
転
出
届
」
に
よ
る
「
転
出
証

明
書
」
を
持
参
し
な
け
れ
ば
、
転
出
先

の
区
市
町
村
で
転
入
届
を
受
け
付
け
て

も
ら
え
ま
せ
ん
。

届
け
出
の
と
き
必
ず

持
参
す
る
も
の

住
所
の
異
動
届
な
ど
を
す
る
と
き

に
、
必
ず
持
参
す
る
も
の
は
次
の
と
お

り
で
す
。

一
　
国
保
や
国
民
年
金
に
加
入
し
て
い

る
場
合

(
1
)
国
民
健
康
保
険
証

(
2
)
国
民
年
金
手
帳

(
3
)
米
の
通
帳

(
4
)
印
鑑

二
　
国
保
や
年
金
に
加
入
し
て
い
な
い

場
合

(
1
)
米
の
通
帳

(
2
)
印
鑑

新
法
の
実
施
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

住
民
基
本
台
帳
法
の
趣
旨
は
、
何
よ

り
も
「
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
」
と
い

う
こ
と
に
あ
り
ま
す
の
で
、
住
民
の
み

な
さ
ん
の
ご
協
力
が
な
け
れ
ば
、
ス
ム

ー
ズ
に
ま
い
り
ま
せ
ん
。

な
お
、
届
け
出
の
内
容
を
偽
っ
て
申

告
し
た
り
、
届
け
出
を
し
な
か
っ
た
り

し
た
場
合
は
、
罰
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
か
ら
、
正
し
い
申
告
を
し
ま
し

ょ
う
。

区
民
の
み
な
さ
ん
の
、
こ
の
法
律
に

対
す
る
深
い
ご
理
解
と
、
い
っ
そ
う
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

結
婚
式
・
展
示
会
・
集
会
は

産

業

振

興

館

で

足
立
区
千
住
一
―
五
〇

電
八
八
一
―

一
六
六
八

都
営
バ
ス
・
電
車
の

無
料
・
割
引
乗
車
が
で
き
ま
す

身
障
者
や
保
護
世
帯
な
ど

去
る
十
月
一
日
か
ら
、
都
営
交
通
機

関
の
運
賃
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
が
、
身

体
障
害
者
や
生
活
保
護
世
帯
な
ど
の
か

た
に
は
、
無
料
パ
ス
や
割
引
乗
車
券
を

発
行
し
て
い
ま
す
。
ご
希
望
の
か
た
は

次
の
要
領
で
、
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

都
電
・
都
バ
ス
・

ト
ロ
リ
ー
バ
ス
に

無
料
で
乗
車
で
き

る
人

こ
れ
に
あ
て
は
ま

る
か
た
は

、
一
表
に

あ
る
人
で
、
東
京
都
(
区
)
内
に
住
ん

で
い
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

こ
の
共
通
無
料
乗
車
券
を
希
望
す
る

か
た
は
、窓
口
(
福
祉
事
務
所
な
ど
)

に
そ
な
え
つ
け
の
申
請
書
に
、(
1
)
手
帳

ま
た
は
証
書
、(
2
)
本
人
の
写
真
(
タ
テ

四
セ
ン
チ
・
ヨ
コ
三
セ
ン
チ
)
一
枚
、(
3
)

印
鑑
を
そ
え
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
窓
口

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
母
子
福
祉
年
金
や
児
童
扶

養
手
当
の
受
給
世
帯
員
で
あ
っ
て
も
、

生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
か
た
は
、
所

管
の
福
祉
事
務
所
へ
お
い
で
く

だ
さ

い
。都

電
・
都
バ
ス
・
ト
ロ
リ
ー
バ
ス
・

都
営
地
下
鉄
に
割
引
乗
車
で
き
る
人

こ
れ
に
あ
て
は
ま
る
か
た
は
、
二
表

に
あ
る
人
で
、
東
京
都
内
に
住
ん
で
い

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

こ
の
割
り
引
き
を
受
け
よ
う
と
す
る

か
た
は
、
都
営
の
各
営
業
所
・
駅
へ
直

接
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
都
電
・
都
バ
ス
・
ト
ロ
リ

ー
バ
ス
の
場
合
、
身
体
障
害
者
の
付
添

い
の
か
た
は
、
被
保

護
者
の
勤
務
先
・
通

学
先
の
「
付
添
人
証

明
書
」
が
必
要
で

す
。
く
わ
し
く
は
左

記
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

◇
区
役
所
福
祉
課
管
理
係
　
内
線
三
五

三
～
四
。
ま
た
は
福
祉
事
務
所
。

◇
都
交
通
局
案
内
所
(
電
車
営
業
係
)

電
話
　
二
一
六
―
一
四
一
一

内
線
　
四
〇
七

( 1) 無料乗車券を受けられる人

( 2) 割引乗車を受けられる人

土
地
や
家
を
買
う
と
き
は

登
記
や
業
者
を
調
べ
て
か
ら

土
地
や
家
を
買
う
と
き
、
設
備
が
未

完
成
な
の
に
「
完
備
」
と
か
、
駅
か
ら

遠
い
の
に
「
駅
近
し
」
と
い
う
、
デ
タ

ラ
メ
な
広
告
を
信
じ
て
損
害
を
受
け
ぬ

よ
う
次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

▲
業
者
の
選
定
　
土
地
建
物
業
者
は
免

許
を
受
け
て
い
ま
す
。
ま
た
従
業
員
も

必
ず
身
分
証
明
書
を
持
っ
て
い
ま
す
。

契
約
を
せ
き
た
て
た
り
、
お
金
を
い
そ

い
だ
り
、
売
り
主
に
会
わ
せ
た
が
ら
な

い
業
者
は
要
注
意

▲
登
記
を
調
べ
る

▲
公
法
上
の
制
限
　
建
ぺ
い
率
や
道
路

の
関
係
に
つ
い
て
、
区
の
建
築
課
で
確

認
す
る

▲
住
宅
ロ
ー
ン
は
研
究
し
て
か
ら
　
積

立
て
方
式
の
月
払
い
や
、頭
金
を
払
っ

て
残
額
月
賦
の
方
式
に
つ
い
て
は
、支

払
回
数
、利
子
そ
の
他
の
条
件
に
つ
い

て
、業
者
を
は
じ
め
、
銀
行
な
ど
に
直

接
当
た
っ
て
研
究
す
る

▲
契
約
書
は
よ
く
読
ん
で

以
上
の
こ
と
に
注
意
す
る
ほ
か
、公

的
な
住
宅
相
談
所
や
、
都
住
宅
局
計
画

部
指
導
課
　
二
一
二
―
六
七
五
七
で
、

予
備
知
識
を
身
に
付
け
て
お
き
ま
し
ょ

う
。ね

ず
み
と
り
週
間

十
一
月
一
日
～
十
日
い
っ
せ
い
に

「生
活
の
敵
」ネ
ズ
ミ
は
、食
べ
物

や
家
具
を
食
い
荒
ら
す
ば
か
り
で
な

く
、伝
染
病
や
家
ダ
ニ
な
ど
を
ま
き
散

ら
し
た
り
、食
中
毒
の
仲
立
ち
を
し
た

り
し
ま
す
。

ね
ず
み
は
、こ
れ
か
ら
寒
さ
に
向
か

っ
て
、家
の
中
で
の
活
動
が
多
く
な
り

ま
す
の
で
、特
に
台
所
は
清
潔
に
し
て

料
理
の
残
余
物
の
始
末
は
キ
チ
ン
と
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

な
お
、区
町
会
連
合
会
が
主
体
と
な

り
、こ
の
一
日
か
ら
十
日
ま
で
を
「ね

ず
み
と
り
週
間
」と
し
て
、ね
ず
み
の

い
っ
せ
い
駆
除
を
行
な
っ
て
い
ま
す
の

で
み
な
さ
ん
も
ご
協
力
く
だ
さ
い
。ま

た
、こ
の
期
間
中
、ね
ず
み
の
駆
除
剤

を
あ
っ
せ
ん
し
て
い
ま
す
の
で
、町
会

・
自
治
会
ご
と
に
ま
と
め
て
、お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
先
―
最
寄
り
の
薬
局
。

こんろ・ ストーブは

いつも 手入れ と 点検を

秋の火災
予防運動

こ
れ
か
ら
寒
さ
に
向
か
っ
て
、
電
気

こ
た
つ
や
石
油
ス
ト
ー
ブ
な
ど
、
暖
房

器
具
の
使
用
が
ふ
え
て
き
ま
す
が
、
同

時
に
火
災
が
多
く
発
生
す
る
シ
ー
ズ
ン

で
も
あ
り
ま
す
。
火
災
に
よ
っ
て
失
な

わ
れ
て
い
る
尊
い
生
命
や
財
産
は
、
年

々
ば
く
大
な
数
に
の
ぼ
り
、
都
区
内
で

は
九
月
三
十
日
現
在
約
六
千
三
百
件
、

足
立
区
内
で
は
十
月
二
十
日
現
在
三
百

六
十
件
の
火
災
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

こ
の
原
因
は
、
た
ば
こ
・
マ
ッ
チ
・

た
き
火
が
年
間
を
通
じ
て
多
く
、
冬
に

な
る
と
石
油
ス
ト
ー
ブ
・
電
気
こ
た
つ

な
ど
の
暖
房
器
具
の
不
始
末
に
よ
る
も

の
が
め
だ
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
プ
ロ

パ
ン
ガ
ス
の
爆
発
事
故
も
ふ
え
て
い
ま

す
か
ら
、
こ
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
は

十
分
気
を
つ
け
「
正
し
い
使
い
方
」
を

励
行
し
て
く
だ
さ
い
。

写
真
は
北
千
住
駅
前
の
火
災

あ
き
巣
に
ご
用
心

秋
の
防
犯
運
動

こ
れ
か
ら
年
末
年
始
に
か
け
て
、
生

活
は
一
段
と
せ
わ
し
く
な
り
、
盗
難
も

多
く
発
生
し
ま
す
。

今
月
一
日
か
ら
十
日
間
は
、
秋
の
防

犯
運
動
旬
間
で
す
。
警
視
庁
で
は
、
特

に
あ
き
巣
の
予
防
に
重
点
を
置
き
、
町

会
・
自
治
会
の
み
な
さ
ん
と
い
っ
し
ょ

に
運
動
を
展
開
し
、
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

を
強
化
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
北
千
住

駅
前
西
口
交
番
に
、
モ
デ
ル
ハ
ウ
ス
を

設
け
て
、
カ
ギ
の
効
果
的
な
使
用
法
の

実
地
指
導
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
た
い
せ
つ
な
財
産
が
盗

難
に
あ
わ
な
い
よ
う
、
十
分
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

訂

正

先
月
号
、
歩
道
橋
の
新
設
箇
所
で
、

「
千
住
東
町
(
千
四
小
対
象
)

」
と
あ

っ
た
の
を
「
千
住
関
屋
町
(
千
八
小
対

象
)

」
に
訂
正
し
ま
す
。

足立区産業と… … ○ ○

○ ○ … … 観光展開かる

区
と
区
観
光
協
会
で
は
、

去
る
十
月
二
十
四
日
か
ら
五

日
間
、
都
立
産
業
会
館
に
お

い
て
「
足
立
区
産
業
と
観
光

展
」
を
開
き
ま
し
た
。

こ
れ
は
、区
内
の
各
種
優

良
生
産
品
を
一
堂
に
集
め
て

区
内
産
業
の
優
秀
性
を
国
内

は
も
ち
ろ
ん
、海
外
に
ま
で

紹
介
し
た
も
の
で
す
が
、期

間
中
た
く
さ
ん
の
引
き
合
い

や
取
り
引
き
が
行
な
わ
れ
ま

し
た
。

写
真
は
そ
の
展
示
風
景

お 知 ら せ お 知 ら せ

生

業

資

金

生
計
を
立
て
る
た
め
に
必
要
な

資
金
を
、
一
般
金
融
機
関
か
ら
借

り
ら
れ
な
い
か
た
に
、
生
業
資
金

を
お
貸
し
し
ま
す
。

受
付
期
間
―
十
一
月
六
日
～
十
日

限
度
額
―
一
世
帯
二
十
万
円
以
内

資
格
―
(
1
)
区
内
に
一
年
以
上
在
住
　
(
2
)

お
も
に
、
こ
の
資
金
に
よ
る

職
業
に
よ
っ
て
生
計
を
立
て
る

こ
と
な
ど
。

申
し
込
み
、
そ
の
他
く
わ
し
い

こ
と
は
、
区
役
所
援
護
係
(
内
線

三
六
五
)
へ
。

文

化

映

画

の

夕

区
青
年
館
で
は
、
科
学
技
術
を

も
り
こ
ん
だ
文
化
映
画
を
毎
月
上

映
し
て
い
ま
す
。
入
場
は
無
料
で

す
か
ら
気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い

期
日
　
毎
月
第
二
土
曜
日
(
今

月
は
十
一
日
)
　

時
間
　
午
後
六

時
三
十
分
か
ら
同
九
時
ま
で
　
場

所
　
区
青
年
館
(
西
新
井
一
丁
目
)

「
季
節
の
惣
菜
料
理
」

講

習

会

開

催

東
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
は

食
生
活
向
上
の
一
環
と
し
て

、
料

理
の
無
料
講
習
会
を
開
き
ま
す
。

テ
ー
マ
は
、
栄
養
と
バ
ラ
ン
ス

「
季
節
の
惣
菜
料
理
」
。
定
員
は

五
十
名
で
、
満
員
に
な
り
し
だ
い

締
め
切
り
。

申
し
込
み
受
け
付
け
は
、
東
部

区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
(
東
綾
瀬
一

丁
目
五
―
一
七
)
へ
。

巡

回

児

童

相

談

子
ど
も
の
教
育
や
し
つ
け

、
障

害
児
な
ど
で
お
困
ま
り
の
か
た
の

た
め
に
、
巡
回
児
童
相
談
所
を
次

に
よ
り
開
設
し
ま
す
。

日
時
と
場
所

□
十
一
月
八
日
(
水
)
長
円
寺

(
千
住
四
丁
目
一
〇
二
)

□
同
月
十
日
(
金
)
三
星
保
育
園

(
宮
城
一
丁
目
二
〇
―
三
)

時
間
は
、
い
ず
れ
も
午
前
十
時

か
ら
午
後
四
時
ま
で
。
費
用
は
い

っ
さ
い
無
料
で
相
談
内
容
の
秘
密

は
厳
守
し
ま
す
。

幼

稚

園

児

募

集

区
立
関
屋
幼
稚
園

昭
和
四
十
三
年
度
の
区
立
幼
稚

園
入
園
児
を
募
集
し
ま
す
。

定
員
は
百
六
十
名
、
募
集
期
間
は

十
一
月
二
十
七
日
～
三
十
日
ま
で

の
三
日
間
。
申
し
込
み
は
、
区
立

関
屋
幼
稚
園
(
千
住
関

屋
町
三

三
)
八
八
八
―
三
五
八
九
へ
直
接

ど
う
ぞ
。

身

障

者

激

励

家
族
慰
安
大
会

き
た
る
十
一
月
十
二
日
(
日
)

午
前
九
時
か
ら
文
化
会
館
で
、身

体
障
害
者
激
励
慰
安
大
会
を
開
き

ま
す
。
入
場
は
無
料
で
す
か
ら
多

数
ご
来
場
く
だ
さ
い
。=
足
立
区

身
体
障
害
者
福
祉
協
会
=

余

暇

を

パ

ー

ト

タ

イ

ム

で

家
庭
生
活
の
向
上
に
役
立
つ
パ

ー
ト
タ
イ
ム
の
仕
事
が
あ
り

ま

す
。
ま
た
、
毎
月
第
三
木
曜
日
に

は
、
竹
の
塚
第
一
団
地
第
三
集
会

所
で
、
午
後
一
時
か
ら
四
時
ま
で

パ
ー
ト
タ
イ
ム
の
出
張
職
業
相
談

と
紹
介
を
し
て
い
ま
す
。
お
気
軽

に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

足
立
公
共
職
業
安
定
所

八
八
二
―
一
二
八
七

■ 毎月第3 日曜日、家庭の日を設けましょう ■ 一 滴がみんなの生命を守ります= 献血しましょう


